
●平成２９年度 JCM セミナー   
    

CPDS 8 ユニット＋試験 2 ユニット 
形態コード１０３…４ユニット㊟上限のあるコードです 

試験ユニットは会場平均点以上得点の方のみ。形態コード 111 

 

 公共工事の検査  

講師 柳瀬 晴朗 

：(株)オリエンタルコンサルタンツ四国支店 

 

 中小規模工事にも役立つＩＣＴの活用  

講師 堺 逸郎 

ケイヨーエンジニアリング事務所 

 

 

開催日 7 月 3 日（月）   

時 間 10：00～16：30 

会 場 高知県立ふくし交流プラザ 多目的ホール 
    

 

＊当日は最後に確認試験があります。 

マークシート方式ですので、鉛筆と消しゴムをお持ち下さい。 

試験で会場平均点以上得点された方には、受講ユニットのほかに試験ユニットが加算されます。 

 

 

 

セミナーの詳しい内容・参加のお申込は JCM のホームページから 

http://ｗｗｗ.ejcm.or.jp/   

 

 

 

 

 

●受講料（テキスト代込） 

 技士会員／ 6,500 円 

 一  般／10,000 円 
（学習履歴登録手数料は別途） 

午後 

午前 

 

10：00～11：50 公共工事の検査 

11：50～12：50 昼休み 

12：50～15：40 ＩＣＴの活用 

15：40～15：50 休憩 

15：50～15：55 試験問題配布

15：55～16：30 試験・アンケート

等 

時 

間 

割 



●平成２９年度 JCM 特別セミナー 
 
CPDS 7 ユニット(形態コード 101)  

    

 

 

 

 

《内容》 講師による一方的な講義ではなく、６人程度のグループに分かれて行う演習スタイルです。 

     施工管理経験 5～15年程度の施工管理技術者を主な対象としています。  

 

「原価低減実践」 

 原価低減 5つのポイント 

 実行予算作成演習の実施 

 ＶＥ手法を用いて原価低減を実践 

 現場のムダムリムラ、手待ち、手戻り、手直しを撲滅する方法 

 効果的な月次チェックの実践方法 

 歩掛りをまとめてデータ分析する 

 
原価低減のためには、適切な月次決算、工事終了後の反省と歩掛りのまとめは欠かせません。 

本講座ではこれら原価低減ポイントを実習を交えて体得します。 

加えて自社の課題に気付き、原価管理システム見直しのきっかけになることが期待されます。 

 

開催日 7 月 7 日（金）   

時 間 9：30～17：00 

会 場 高知県立ふくし交流プラザ 研修室 A 
 

《講師》 

  

 

 

 

 
 

セミナーの詳しい内容・参加のお申込は JCM のホームページから 

http://ｗｗｗ.ejcm.or.jp/   

 

 

●受講料（テキスト代込） 

  技士会員／5,000 円 

   一 般／22,000 円 
（学習履歴登録手数料は別途） 

降籏 達生 氏 
ハタコンサルタント㈱代表 

  
大阪大学工学部土木学科卒  
技術士（総合技術監理・建設部門）、APEC エンジニア（CIVIL,STRUCTURE）、品
質マネジメントシステム主任審査員、環境マネジメントシステム審査員、労働
安全コンサルタントほか 
国土交通省「地域建設産業生産性向上ベストプラクティス等研究会」、「キャリ
アパスモデル見える化検討会」、「建設業イメージアップ戦略実践プロジェクト
チーム」委員。オンライン講座「建設業生産性向上教室」講師 
 



●平成２９年度 維持管理セミナー      

「橋 梁 編」 

CPDS ８ユニット 

                       

                  

         
     
 

 

講師：一般社団法人橋梁調査会    13：30～17：00 

 

 

1． 橋梁の基礎 

2. 橋梁の劣化・損傷とその原因 

3. 点検と評価・判定・診断 

4. 補修・補強対策 

5. 点検と工事の事例 

 

 

使用テキスト 

 「社会資本維持管理基礎講座Ⅲ 

            橋梁編」 

日本の道路橋は、急速な高齢化に伴い劣化損傷も急速に進展して

いる。諸外国でも近年落橋事故が発生し、多くの死傷者を出してい

る。そのような状況の中、笹子トンネル事故を契機に道路法が改正さ

れ、平成 26 年度より道路橋を含むすべての重要な道路構造物の点

検が義務化され、5 年に１回の近接目視による定期点検が始められ

ている。 

 本講習会では、近年の国内外の落橋等の重大損傷事例の紹介、

道路橋に関する維持管理政策と法令改正の内容、橋梁の基本的な

構成、橋梁（コンクリート橋、鋼橋）の劣化損傷とその原因、点検の方

法、点検結果の評価・判定・診断方法とその事例、補修・補強対策

（コンクリート橋、鋼橋、下部工）、点検に関する新技術等について解

説する。 

 

  《日 程》                                               

開 催 地 開 催 日 会      場 

高  知 7/10(月) 高知県立ふくし交流プラザ 
愛  媛 7/26(水) テクノプラザ愛媛 

徳  島 8/02(水) 徳島県建設センター 

香  川 9/01(月) 香川県土木建設会館 

  

セミナーのお申込は JCM のホームページから  

             http://ｗｗｗ.ejcm.or.jp/ 
 

主催／ （一社）全国土木施工管理技士会連合会  問い合わせ先／セミナー事務局 03（3262）7425 

 

●受講料（テキスト代込） 

 技士会員／ 6,000 円 

 一  般／10,000 円 

（学習履歴登録手数料は別途） 

形態コード １０３㊟上限のあるコー
ドです。 
103と 106を合わせて 12ユニットを超
えた 
分に関しては、１ユニット/１時間での
計算 
となります。 

午後からの 
半日講習 


